
先
生
は
福
岡
に
生
ま
れ
、
旧
制
修
猷
館
中
学
、
旧
制
第
六
高
等
学
校
を
経
て
九
州
帝
国
大
学
医
学
部
に
学
ば
れ
た
。
幼
少
期
よ
り
柔
道
を

さ
れ
、
旧
制
六
高
に
入
学
さ
れ
た
の
も
当
時
は
六
高
が
柔
道
の
名
門
と
し
て
名
を
覇
せ
て
い
た
か
ら
と
聞
い
て
い
る
。
九
帝
大
で
は
柔
道
の

大
将
と
し
て
有
名
で
あ
っ
た
。
大
正
十
五
年
に
九
帝
大
を
卒
業
、
精
神
・
神
経
科
に
入
局
さ
れ
同
大
講
師
を
経
て
昭
和
四
年
十
一
月
に
九
州

医
学
専
門
学
校
（
現
在
の
久
留
米
大
学
医
学
部
）
の
教
授
に
就
任
、
二
十
八
歳
の
若
さ
で
あ
っ
た
。
脳
の
組
織
病
理
学
と
神
経
病
学
が
専
門
の

研
究
領
域
で
、
ク
ロ
イ
ッ
フ
ェ
ル
ト
病
と
ク
レ
ペ
リ
ン
病
の
我
が
国
で
の
最
初
の
発
見
者
と

学
の
研
究
に
専
念
さ
れ
、
日
本
病
跡
学
会
を
創
立
さ
れ
て
い
る
。

十
五
歳
で
あ
っ
た
。

日
本
医
史
学
会
名
誉
会
員
王
丸
勇
先
生
は
平
成
七
年
八
月
十
九
日
に
逝
去
さ
れ
た
。
明
治
三
十
四
年
三
月
二
十
八
日
生
ま
れ
だ
か
ら
満
九

王
丸
勇
先
生
の
逝
去
を
悼
む

中
山
茂
春
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私
は
昭
和
四
十
二
年
に
久
留
米
大
学
医
学
部
に
入
学
し
て
お
り
、
直
接
授
業
を
受
け
た
事
も
な
く
、
日
本
医
史
学
会
の
会
員
で
は
あ
る
が

末
席
を
汚
す
者
で
本
当
は
王
丸
先
生
と
は
縁
が
な
い
の
で
あ
る
が
、
私
に
は
王
丸
先
生
の
サ
イ
ン
入
り
の
病
跡
学
の
著
書
が
贈
呈
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
は
私
の
伯
父
中
山
弘
道
（
故
人
・
九
州
大
学
医
学
部
第
一
内
科
同
門
会
長
）
が
旧
制
修
猷
館
中
学
か
ら
の
親
友
で
あ
っ
た
縁
で
あ
る

（
私
の
伯
父
が
一
年
先
輩
）
。
た
だ
私
の
伯
父
は
剣
道
の
大
将
で
あ
っ
て
旧
制
五
高
に
入
学
し
た
。

話
は
少
し
逸
れ
る
が
、
伯
父
は
五
高
時
代
に
佐
藤
栄
作
内
閣
総
理
大
臣
と
同
期
で
親
友
で
あ
っ
た
。
伯
父
が
佐
藤
氏
の
兄
貴
分
で
あ
っ
た

と
の
事
で
、
佐
藤
氏
が
東
大
卒
後
国
鉄
に
入
り
二
日
市
駅
の
駅
長
時
代
は
二
人
で
中
州
や
熊
本
で
酒
を
飲
ん
で
い
た
と
の
事
。
ま
た
総
理
大

臣
に
な
っ
て
か
ら
来
福
の
折
は
伯
父
が
下
駄
を
は
い
て
ネ
ク
タ
イ
も
せ
ず
「
お
い
栄
作
″
」
と
出
迎
え
る
も
の
だ
か
ら
最
初
は
Ｓ
Ｐ

（
護
衛
警
察
）
が
ピ
ス
ト
ル
を
構
え
た
と
い
う
逸
話
が
あ
る
。
王
丸
先
生
と
伯
父
は
九
帝
大
で
は
柔
道
の
大
将
と
剣
道
の
大
将
と
し
て
有
名

で
あ
っ
た
と
の
事
で
あ
る
。
前
に
記
述
し
た
が
王
丸
先
生
は
柔
道
八
段
、
伯
父
は
小
野
派
一
刀
流
免
許
皆
伝
で
あ
る
。
こ
れ
だ
け
だ
と
二
人

と
も
恐
そ
う
に
思
え
る
が
二
人
と
も
実
に
や
さ
し
い
人
柄
な
の
で
あ
っ
た
。

三
男
二
女
、
孫
二
人
あ
り
、
二
女
の
三
野
原
勝
子
（
旧
姓
王
丸
）
女
医
と
小
生
は
親
交
が
あ
り
、
王
丸
先
生
が
晩
年
三
野
原
病
院
に
入
院
中

に
小
生
が
尋
ね
た
際
「
中
山
の
甥
か
、
あ
い
つ
は
剣
道
部
じ
ゃ
っ
た
な
あ
、
貴
方
も
歴
史
が
好
き
か
、
時
々
貴
方
の
記
事
を
見
る
」
と
言
わ

れ
た
の
が
最
後
の
会
話
で
あ
っ
た
。
王
丸
先
生
の
逝
去
は
医
史
学
会
に
と
っ
て
も
小
生
に
と
っ
て
も
淋
し
い
限
り
で
あ
る
。

最
後
に
謹
ん
で
王
丸
勇
先
生
の
御
冥
福
を
祈
り
、
御
遺
族
の
御
多
幸
を
心
か
ら
念
願
い
た
し
ま
す
。
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